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はじめに
近年、囲碁史研究上の重大な発見があった。 世紀の新羅王陵の一つと目される大韓民国慶
尚北道慶州市皇南大塚南墳から出土していた漆器の底に書かれた 馬朗 という銘文が、 抱















・慶尚北道慶州市 皇南大 南墳出土小石群（国立慶州文化財研究所 ）（写真 ）
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囲碁盤は中国において、 星 路から 星 路に変化したが、 星 路が先行する可能
性がある。
韓半島北部には紀元前 世紀に 星 路盤が伝えられた可能性が高い。韓半島南部には
紀元後 世紀頃に中国南朝から 星 路盤が伝わった。あるいはそれ以前に 星 路盤が
伝わっていた可能性もある。その後、韓半島内で 星 路盤が 星 路盤に変化し、さら
に 星 路盤に改変されたと想定する。





















































































それでも囲碁関連資料が王陵級の古墳に副葬される理由は、囲碁は 琴棋書画 四芸 ）の
うちの一つとされるもので、知識階級が身につけておくべきものと考えられ、皇南大塚南墳の
被葬者が生活していた 世紀前半の韓半島においても囲碁が支配者層の 知 を象徴するもの
であったと考えることもできよう。
次に 琴棋書画 という概念と用語の成立時期について考えてみたい。 抱朴子 内篇巻十
二辯問篇には、 棋聖 として 馬朗 の別名 馬綏明 ともう一人の名人 厳子卿 の名が
記されている。抱朴子は ある人の最大の長所、衆人の及びもつかぬところを指して、これを
聖と呼ぶ。 とする。各種の 聖人 を列挙するが、ここで筆頭にあげられているのが 棋
聖 である（葛洪 ）。琴に関する記述はないものの 棋聖 に続き 書
聖 として 皇象 と 胡昭 の 名があげられ、さらに 画聖 が続き 衛協 と 張墨
の名が記されている。これをみれば、琴を除く 琴棋書画 がまさにこの順番で列挙されてい
るのであり、中国大陸では 抱朴子 が記された 世紀前半に各種技芸のうち 書 、 画 と
ともに囲碁が特に重要視されていたことが確認できる。 抱朴子 外篇 巻三十二尚博篇では
伯牙と鍾子期について触れるが、それとともに 琴を弾く人は至って多いが、 （堯の楽
官）・師襄（孔子の音楽の師）だけが珍しい音感の持ち主とたたえられる。 とする（葛洪
）。辯問篇で 琴聖 として 、師襄があげられなかった理由は、まさに道士で
もある葛洪が、伯牙の琴の技量が遙かに両者を超えると考えており、加えて伯牙を神仙の一人
ととらえていたからであろう。林巳奈夫も鏡背文様の伯牙像と唐代の 楽譜解題 の記事か







青木正兒によれば、 琴棋書画 の最も早い使用例は唐代玄宗の頃の何延之の 蘭亭記 の
記述であり、 琴碁 と併称するものは梁の沈約 齊太尉徐公墓誌 にあるものの（青木
）、いずれも 抱朴子 よりも新しい史料である。 琴棋書画 という用語こそ確認さ
れていないが、 世紀の前半には既に 琴 棋 書 画 というものが特別に知識階級の
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生活に重要なものと理解されていたことは、
棋 書 画 の順で 抱朴子 に記述さ
れることから判断できよう。そこでは 琴
こそ記されていないが、これは先述した 伯






















の説には異論を持つものの、 星 路盤が 世紀に中国南朝から韓半島に伝えられたことを以
前に指摘した（清水 ）。正倉院宝物によれば、その後、韓半島から日本へは
星 路盤と 星 路盤が伝えられたものと思われ、その結果として日本列島と韓半島には、












はともかくとして 書 と 画 については、今のところ考古学資料の積極的な裏付けはな
い。今後の検討課題であろう。
．まとめ










， 抱朴子 が執筆された 世紀前半には、 琴棋書画 という用語自体は確認されていな
いが、 琴聖 は伯牙の持つ性格によって省かれるものの、 抱朴子 に 棋聖 書聖
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